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☆ 『 立 て 看 板 賞 ２ Ｅ ！ 』 ～ 第 30回 か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 ～

下 の 写 真 は ，『 第 30 回 か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 』（ 9/18・ 19） の 各 ク ラ ス の 「 立 て 看 板 」 で

す 。 ２ Ｅ の 『 次 は ア ナ タ 』 が ， 見 事 「 立 て 看 板 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。 お め で と う ！ ！

☆ 『 開 会 式 Ｐ Ｒ 』 ～ 第 30回 か さ ぎ の 祭 文 化 の 部 ～

今 や “ 富 高 文 化 祭 名 物 ” と も 言 え る 開 会 式 後

の 各 団 体 に よ る Ｐ Ｒ は ， や や 女 装 が 目 立 ち つ つ

も ， そ れ ぞ れ が 趣 向 を 凝 ら し た パ フ ォ ー マ ン ス

で 文 化 祭 の オ ー プ ニ ン グ を 大 い に 盛 り 上

げ る 内 容 で し た 。 特 に ， ２ Ｅ の 『 次 は ア

ナ タ 』 は 作 品 的 に も 面 白 か っ た で す ね 。

☆ 台 湾 学 ㉙ 『 新 渡 戸 稲 造 』 ～ 台 湾 砂 糖 の 父 ～
に と べ い な ぞ う

旧 五 千 円 札 の 肖 像 と し て も 知 ら れ た 新 渡 戸 稲 造 は ，「 太 平 洋 の

架 け 橋 」 に な り た い と ア メ リ カ に 私 費 留 学 し ， 帰 国 後 は 母 校 札

幌 農 学 校 （ 後 の 北 海 道 大 学 ） の 教 授 と な る 。 1901（ 明 治 34） 年 ，

台 湾 総 督 府 民 政 長 官 で 同 郷 （ 岩 手 県 ） の 後 藤 新 平 に よ っ て 半 ば

強 引 に 台 湾 総 督 府 技 師 と し て 迎 え 入 れ ら れ る 。 台 湾 へ 渡 っ た 新 渡 戸 は ， 半 年 か け て 全 島 を

巡 り ， 殖 産 興 業 の 要 は 製 糖 業 に あ る と 確 信 し ， 製 糖 政 策 の 具 体 策 を 盛 り 込 ん だ 「 糖 業 改 良

意 見 書 」 を 児 玉 総 督 と 後 藤 新 平 に 提 出 す る 。 新 渡 戸 の 改 善 策 に よ り 砂 糖 生

産 量 が 11 年 間 で 6 倍 に な る な ど ， 台 湾 に お け る 糖 業 発 展 の 基 礎 を 築 く こ と

に 大 き く 貢 献 す る 。 そ の 後 ， 1920（ 大 正 9） 年 の 国 際 連 盟 設 立 に 際 し て ， 事

務 次 長 の ひ と り に 選 ば れ る 。 ま た ， 英 文 で 書 か れ た 『 武 士 道 』 は ， 1900 年

の 初 版 刊 行 以 来 読 み 継 が れ ， 21 世 紀 に 入 っ て も 出 版 さ れ 続 け て い る 。


